
―鳥屋野潟の湖畔に立つ21世紀新潟県民の健康・スポーツ振興の拠点―

「新潟県総合スタジアム」（仮称）の基礎と地盤

松山雄二*

はじめに
　2002年のワールドカップ・サッカーに向けて整備の進む『新潟県総合スタジアム（仮紛』

は、この種の施設としては、規模三内容の大きさにおいて、新潟県が初めて経験する大き

なプロジェクトである。

　21世紀は“いやし”や6やすらぎ”といった言葉がまちづくりのキーワードとも言わ’

れ、そうした意味からも、『新潟県総合スタジアム（囎）』がただ単にサッカーや陸上競技

をおこなう人だけの施設でなく、県民誰もが利用できる県のスポーツ・健康づくりの拠点

として、地域活性化の拠点となるよう期待する県民の声が大きい。

　また、2002年のワールドカップ・サッカーは、史上初めて日韓共同開催という2国開催

ということでもあり、これを機にスポーツだけでなく、社会・経済・文化等の面でも新た

な日韓の友好関係を築くと共に、さらにはスポーツは同一のルール＝世界共通語で民族や

宗教や言語の違いを越えて、世界各国と友好関係を築くものと期待される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　ち
　そして、なによりも『新潟県総合スタジアム（仮称）』が21世紀の県民による新しい都市

づくりの拠点となるよう期待するものである。
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1　「県立鳥屋野潟公園』と「新潟県スポーツ公園」の概要

　一世界に誇る湖を生かした県民のレクリェーション・健康・スポーツの拠点一

　県立鳥屋野潟公園は、約180ヘクタールの鳥屋野潟を含む287．4ヘクタールの都市計画

公園と位置づけ、昭和48年度から整備を進めているところである。

　県立鳥屋野潟公園は、大きく分けて2つのエリアからなっており、一つは鳥屋野潟とそ

の周辺部のエリア（＝このエリアを狭義の『県立鳥屋野潟公園』という）。もう一つは鳥

屋野潟南部の約80ヘクタールの『新潟県スポーツ公園』である。

1「県立烏屋野潟公園」

　県都新潟の中心市街地＝新潟駅の南西約3～5キロメートルに位置する約180ヘクター

ルの広さをようする鳥屋野潟は、現在確認されただけでも255種類の植物、88種11目の鳥

類、20種程度の魚類（昭和60年調査）にのぼり、冬期間ともなると3，000羽を越える白鳥

と数万羽のカモ類が飛来する非常に自然豊かで世界に誇る湖である。

　この潟を含む『県立鳥屋野潟公園』計画は、

基本テーマを“自然と生物のフィールド・ミュージアム’

サブテーマを“自然環境の保全・再生・創出’、

＊新潟県鳥屋野潟公園建設事務所
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齢潟の自然環境の活用・体験゜

“広域公園としての魅力つくザ

とし、整備を続けているところである。

2「新潟県スポーツ公園」

　r新潟県スポーツ公園」は、全国的に見て県営のスポーツ施設及び都市公園の整備が非

常に遅れていることから、県民の健康・スポーツ振興を図る拠点施設として、また具体的

にはこ巡目の国民体育大会が平成21年（2009年）に予定されることから、そのメイン会

場として位置づけ、計画された。

　計画のテーマは、

基本テーマを’県民の誇れるスポーツの杜’

サプテーマを“県民の健康増進、スポーツ・レクリェーションの振興’

　　　　　　“21世紀に向けた新潟の都市づくりの核の形成旬

であり、具体的には貴重な鳥屋野潟との調和を考え、潟よりのエリアには、箱物の施設は

配置せず、自然スポーツゾーンと位置づけると共に、内側の南側のエリアに総合スタジァ

ム（一種陸上競技場とサッカー・ラグビー等のフットボールとの兼用。また県民の健康・

スポーツの拠点とする「健康づくり総合センター」、「スポーツ医科学研究所」の二っの

施設も併設）、野球場、総合体育館、テニスコート等を計画している。

兀　噺潟県総合スタジアム（仮称）』の概要
　ワールドカップ・サッカーは、世界最大のスポーツ・イベントである。『新潟県総合ス

タジアム（仮称）』は、2002年に開催されるワールドカップ・サッカーの一っの会場とし

て、また県民のスポーツ振興の拠点として計画されたものであり、その概要は次のとおり

である。

敷地面積　　462．000㎡（＝新潟県スポーツ公園の北側エリア）

構造・規模　　鉄骨鉄筋コンクリート造　地上5階

建築面積　36．430㎡　　廷床面積　87．140㎡（ス”アム80，910㎡、鱈巌6，230の

観客席数　 約43，000席　 スタンド高　 約32，5m

屋　　　根　　鉄骨造、及びテフロン膜構造（置舘鱒90％）屋根の最高高　約57．8m

スタジアムの断面図．
最高高さ　57．8m

32．5rn

コ瓢

．」屡・一
　二惚
！［

8≡』ユ

、．8．lc｝一竺

旦・1垣」　．1－．雪」悟L≡旦＿一＿問　貫’1闇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀メ泌渓』旦」嬢一轡足』轡・輌．四・情．．一　　●且駅レ㎜》

・・一 @一一頑・一．．一．．一　　・一．・．囎　・．・　　　．　　．．＿興＿＿．　”　　二．亘∵　．．．：ニー．．』『冒1』ぱ熟
　　　’インヨ7ンF　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”イh7ンド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，【，，3，ンド　　　　　　　　　　ー

一56一



込

言

’1尽

函

凶
国

囲

財

…

融　：＿s　監　㌣・迄　　×o　≧撫　　、’、」丁

：

：．

1・“

栫Q」●■“

一，

；；

『・’

P

㌔バ

．琢／｛

瀞
一日丁

羅

　

隔

一57一



［幽国’
＿一　　　　　　

「一

i’

．1

：・I」：

■【幽 @．

．1

r

‘：

4

竺

展

1

，

N
←

～

oo

∧
l

l

卜

～

　　oo㊨

K

口

〉
く

．

　工
　1

　寸
凶ロ
碧》

“§◆
1　　．

ミ
1

宜

1皿

ム

R麗三
：s

〕

調繊

皿 皿

・

ト

恥

rく

e
二 e

婿¶｛日

工
1

凶ロ岡ヤ
ヨ　碧》
・・

oぐ・
×

■　　　．

K　　句

頃

’」↑

レ

〉

、　目・

司

◆

　：
1　㌔

i．

謝

■　’　　4
‘　，

1　　　　　　　　　　　　　　百
　　　　　　　　　　■　‘

・’”司 w　1　掴1
’・＿．、・

T・1・・

一

懸燃．．繋・．繰1鐡
蝶墜棚　「．．．3r

　　三　　ジ　＿　 ・一
@　：　　’．’・、　．”

　　．’：・、｜　1’y’S要『　・　、鋭二　ぢ

・1魑・　・ぜ．・　・’ぐ∴恨’・　　　　　　コ・

暢

回　　・灘蜘．　退・＼3　．難撚鷲ヲ1膓’　ぽ
図　　～癒’工　＿’・”‖毫・灘蹴1灘・魏i

1

’…

時　　ン　“・・　燃・．蹴・・…一一・・一‘．．・・
蜜『・

八・㌔・　・，．㌫…冒…轟遍研⑥選垣　．昌跳、．．．・
’」　　：　注：‡　　語一一　＝1　　’一騨岨蝶喧冒⊇題　　　”　・

”と、　　弐　・二」’．」”：・．

1． 　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　ヨ　コ
・・ @　　　　　　　　．1　，　　　　　，’，　　　　」

　　　　　　　　　　　　　－　一

1　　　　　　　　　　　　　　．

1、　1　　．　　　　’．’°　．
．　　4　　　　　　　　　　　■．　　　　」
　．　　　　　　　．‘

　　　　　　　　　　　　　　1　’　　・　　　　　　　　”　　　　　　・

圧

西

嬬哩』　　．
鵬　　　，

・購
P■

‘　　　　　ノ

　　　才

一58一



皿　　噺潟県総合スタジアム（仮称）』建設地の地盤概要

　建設地周辺の地形は、右図のとおり、

砂丘、砂丘間低地、自然堤防、三角州、

地そのものは、三角州と砂丘との境界

に位置し、標高1メートル前後と極め

て低い。

　しかし、スタジアム建設地は、海岸

線に平行して伸びる石山一山二っ一姥

ケ山と続く砂丘地の端部に位置するこ

とから、上層からの軟弱な腐食土（ピ

ート層）は1．5～2．Omと浅く、

その下の層はN値20～30の層厚4

～6mの沖積砂層、　N値4’ O以上の沖

積砂層となっている。

匡コ鯵　　丘

一砂丘間低地

■目自斌堤防

口三角州
■旧河週
巨ヨ現河川．髭

口・醜

地形分類図（S零1二50，000）　　－r‘駕‘‘胃‘o竃‘■1，1981¢38∫工¶　一
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：スタジアム建設地周辺の地質想定
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皿　r新潟県総合スタジアム（仮称）」フィールドの基礎設計の検討

　　　スタジアムの基礎の設計には、スタンド本体（建築物として）の基礎とフィールド

　　面の基礎の設計に分けて検討する必要がある。ここではフィールド面の基礎の検討に

　　ついて見てみることにする。

　　　　　　　　　　　　　設計検討フロー

地盤条件の把握 設計条件の把握

状況の把握 工程上の制約

改良の目的 要求制度

地盤改良工法の選定 地盤改良設計図書

一般的工法群からの一次選 設計図 数量

一次選定工法の各論検討

二次選定

採用案の詳細 積算書

1　地盤条件

①土質特性

　　1）：一次圧密特性

　　　スタジァム建設地の地層は、前記のとおりであるが、土質特性を見極めるため、ス

　　タジアム建設地のボーリング地点での一次圧密試験を行ったところ、各ボーリング地

　点の沈下層厚に違いがあるが、目安としては3mの盛土に対して、20～64caであ

　　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’沈下量計算結果0鳳12・地賃■査報告書よ9綾粋）

針算位霞
i目査資斜）

’B．No．1 8．No．2 8．No．3 8．No．4

現地盤高　　　（ω

@　　　　・

一1．6 ・乱56

・　屯蕊

圧密眉厚　h　　（m》
．　　　2．80

ik・“0，Ap・220）

　　　1．60

iAc・MO．　AP・0．9の

　　　1．30

iAc・乱5MP・江80》

　　　250

gc・LO5．」いL45）

　・j百盛土高H　（m） 1．0 ao 5．0 7．0 LO lLO 50 ？』 LO ま『 50 7．o 1．0 蕊0 50 7．o

圧●沈下Sc 1＆5 57．9 81．1 97．7 10．9 30．2 40．7 詞．4 ＆9

@・

臆1 3｛L8 3弘0 11．0 3ag 47．6 s＆2

　●
ｦ時沈下Si 20 57 ’ユ2 肱7 1．2 31 SO 68 1．2 ’u 50 67 1．6

@、

‘4ご 7．0 9．7

全沈下
r8SclSi 20．5 臼6 鯛L3 110．4 肱1 3工．3 457

・　　．

f1『 ・5i 22 3ふ8 低7
126・ 訂．3 釧L6

｡

67．9

怒「ω 19．5 60．7’ 86．3 105．5 11．5 31．8 ・4s6 5＆5 4．9 21．2 s・2 位7 121 薗L6 Ω2
、債゜

弦『野量（・）　　　　　　　　●

1．0 29 4．0 ↓9 1．5 21 27 o．2 1．0 L6
E

20 a5 1．7 a4 29

　日敷t飼“有鮒〕（日》　　t

10 20 42 66　　8 18 舗 45 3 8 17 答 臼 46

　　　　　　　　コ注）．Φ盛土の単位体検怠量は7■弓、8tf白8として計算に用いた．

　②地下水位は、繊土のある■所はモの下■、ない箇所は地衰面とした・
　O記号のACは枯性土眉、　Apは腐笛土眉である．
　O庄密度U一肪％における沈下量は、卿時沈下量を加えた値である．
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2）：二次圧密特性　　　　　　’　　　　　　　　　　《陥1肱諸蒜蒜罐語麟

　スタジアム建設地のポーリング

地点での二次圧密試験の結果は右

記のとおりである。

　なお、用いている二次圧密係数

Cdは、室内の長期圧密試験にお

ける結果と試験盛土の実測結果の

2種類の値を設定し、ケーススタ

ディを行っている。その結果、目

安としては、20年間の二次圧密

沈下量は、15～46㎝　　　　　　注）’L長肱下量s81圷式聴㌣’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エロロ　　ロこ　　ロ　ロ　
　（長9圧密試験のCd　を用いた眉合の計算結果　8～170）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t°

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．　to田150（8》とした・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．庄密眉厚撃、　（枯性土■＋贋植土■）の厚さとした●

匂

長期枕」下量　　S8《o）二次圧密係数

@Cαz
@（％》

2†算位置

e・‘ン’賃o．

圧密口厚

g（口》 7308
q2年》

18258
i5年）

36508
i10年》

73’008
i20年）

㌔。．1 280 6．7 10．6 13．6 16．5’

3．5
薗o．2 160 3．8 6．1 7．8 9．4

’肩o．3 130 3．1 4．9 6．3 7．7

Xo．4 250 6．O 9．5 12．1 14．8

Xo．1 280 18．7 29．5 37．6 45．8

9．7
Wo．2 160 10．7 16．8 21．5 26．2

貿o．3 130 8．7 13．7 17．5 2L3

No．4 2so 16．7 26．3 33．6 40．9

②地下水位

　　腐食土層の水位一一一標高一〇．7～－2．1mの間を変動しており、降水量と連

　　　　　　　　　　　動していると考えられる。

　　砂質土層の水位一一一標高一2．1～－2．6mの間を変動している。変動量は少

　　　　　　　　　　　なく降水量との関係は、腐食土層ほど明瞭でない。

　　以上の結果をふまえ、地下水位を標高一1．Om付近と設定した。

③土壌改良の目的

　　以上の検討の結果、建設地の地盤が軟弱であり、かっ今後長期的な沈下（＝二次圧

　密が懸念される。また、スタジアム施工時の重機の支持力確保が求められる。

　　こうしたことから、地盤改良を行うこととした。

2　設計条件

①工程上の制約

　　　今回のスタジアム建設を進める上で工程上の大きな制約が2っあった。一っは・ス

　　タジアム建設地が平成10年8月1日から10月18日まで開催された「第15階全

　　国都市緑化にいがたフェア」の会場となったため、平成10年4月から10月末まで

　　工事を休止する。もう一っの制約は、2002年に開催されるワールドカップのプレ大会

　　が1年前の平成13年6月開催が予定されていることから、．それまでに完成させる。

　　そのことにあった。

　　　それを時系列的に整理したのが次表である。
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工程とフィールドへの要求事項（＝規酋）

項　●

年　月

使用用途

胞般工事

7イールドへの聾京亭項

《具体的事項）

199碑
1 4 7 10

《1礁厘

1997年

1 4

．黒璽鱒

7 10

良工

1998年

1 4 7 10

化フエア

．　1999年

1 4 7 10．

2000年

1 4 7 10

2001年

工亭

1　4 7　10

供用聞始

・． {工事

．　　　　　　　芝■装・養生

◆成力可能　．σ・　地■改良

　　　　，　先行する
■原　　緯化7エア　の
防止　　　専沈下、
　　　　支鱒力．

・畳土工　な　の ・本工亭の期間力 ・縁化

驚造成が可能な期 短いため、この時 フェアま
間である． 期に地鍵改良を先 での間、

行させる． 砂■飛散
防止す
る．

’，．’

@　　地

・　しい沈下力　　・　工　　　亘に必憂な支
ないこと及び軽　　力を有すること・　・

微な麓■の支縛　　・インフィールド■綾工事時
地臣になること　’に著しい沈下が生じないこ・．

を目摺とする・　　と・

格基準

・領斜　度を演足
ること．．

・局所的な不問沈下
をしないこと・

・供用時の支持力を
有すること．．

②施工時、竣工後の加重

支持力の検討（憩の雄スタジアム虹肖）　不等沈下量の検討（虹後第噸剖螢鵠願雛1／1000）

　　　　　　　　■2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　1　tf！口2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1tf！■2

2tf ㎡

3　地盤改良工法の選定　　　　　　　　　　　　　　　　　’

①一次選定

　　　数多い地盤改良工法を改良手段＼改良原理、改良目的、及び適用地盤の整理・分類

　　し、本計画の地盤条件及び設計条件の元で考えられる工法を一次選定した。

　　　　（1）置換工法、

　　　　（2）プレロード工法、

　　　　浅層混合処理工法の（3）スタビ系、（のバケット系、（5）トレンチャー等撹拝系

　　　　深層混合処理工法の（6）、（7）ジオテキスタイル併用、（8）浅層混合鯉工法併用

　　　　（9）パイプスラブ工法

　　の9っの工法である。

②二次選定

　一次選定した9っの工法に対して比較検討し、総合評価を行った。その結果は次表の

とおりである。

　最終的には、経済性及び技術的問題点を総合的に判断して、．粉体系深層混合処理工法

（スタピ系浅層混合処理併用）をトラック部分及びフィールド部分の地盤改良工法とし

て採用することとした。
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Y　採用工法と改良範囲゜断面図　　　　　　「竿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OJ■●3●●■●　1’．砲」」
　　　粉体系深層混合処理工法（スタピ系浅層混合

鰺㌫舞≧ζ二欝㍑：r，！蓋8溜斎苗“ヨ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　断面図（TYPE　1）
　　できないが、今回の検討にあたっては、第一種

　　陸上競技場の基準を満足することは当然として、　　　　　　　2㎜Z㎝
　　国際級の陸上厳やサッかが行われるとこと　　　「一「一一一

麓蕊；㍗下量にっいて特に注意を”号⇒揃璽

　　　地盤が悪いと言われる鳥屋野潟南部地域であ　　　　　　　断面図（TYPE　2）

　　るが、その中にあってスタジアム建設地は、比　　　　　　　　猟2㎜
　　較的良い地盤に恵まれ軟弱な腐食土層が1．5　　　　　　　「一「「。岨…．一

　　～2．Omと浅く、結果的には当初考えられて　　　　　　　＿＿・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
　　いた対策工法よりも、経済的、かっ確実な工法　　題7器譜溜　　1　1　1
　　で施工できたと考えている。ただ、広いスタジ　　　　　　　l　l　l

　　アムにあっては腐食土層厚が変わることから、　　　　　　　断面図（TYPε3）

　　親混合処理する長さを4っのタイプとして施　　　「『働「＿＿

3
断面図（TYPE　4）

採用工法と改良範囲・断面図

勉信a口亀■■　S・1！600
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虹　スタジアム本体の基礎

1　液状化の検討結果

　　　スタジアム建設地は、前段で見たとおり、地下水位面が地表面に近く、また、砂質

　土層が主な土層でおるので、砂質土層の液状化の検討を行った。検討方法は、日本建

　築学会「建築基礎構造設計指針」により、粒度試験結果とN値から液状化の判定を行

　　った。なお、地震入力は200ga1を想定した。

　　　腐食土層下面から0．9～1．2mの範囲（第二砂質土層上部）で万ノ値＝0．48～

　　0．86となっており、液状化する可能性があると判断し、基礎の設計においては、この

　範囲の砂層は地震時に全て液状化するものとして設計を行った。

2　基礎の設計

　　　スタジアム建設地は、S肌一17．5m以深の沖積砂層がN値40以上で安定している

　　ことから、この層を支持層とし、基礎形式は杭基礎とした。

　　　なお、スタンドの鉛直荷重を支持するためには、PHC杭等の既製コンクリート杭

　　では耐力的には不足となり、かっ支持層以浅の腐食土層直下の層厚1～2mの範囲の

　　沖積砂層は地震時地動加速度200αn／sec2で液状化する可能性があるので、突出杭と

　　し、十分な水平剛性、水平耐力を有する杭とした。

　　　また、杭種別としては、場所打ちコンクリート杭を採用し、経済性及び杭掘削土の

　　減量等を考慮し、拡底杭工法とした。

　　　さらに、屋根メインアーチ直下には剛性の高い大ロ径の場所打ちコンクリート杭と

　　し、地震時や積雪時の安全性を高めた。

おわりに

　現在、2002年のワールドカップに向けその準備が進められており、日に日にその関心も

高まってきているように感じるこの頃である。r新潟県総合スタジアム（仮称）」の建設

も順調に進んでおり、その偉容（威容？）な姿がどこからも見れるようになり、多くの方

々からその完成が待たれる話を聞かれるようになった。

　また、スタジアムを視察いただいた方々から、新潟のスタジアムは素晴らしいとお世辞

抜きに高い評価をいただいている。先日もFIFA（＝国際サッカー協会）のインスペク

ション（スタジアムの内容がワールドカップをやれる条件を備えているか。また、準備は

順調にいっているかの調査）でも高い評価を得て、関係者として非常に喜んでいるところ

である。

　素晴らしいロケーションと交通アクセスに恵まれた新潟のスタジアムは、県民はもちろ

ん国内外の人々から必ずや愛され、健康・スポーツの拠点として、人々の交流の場として

発展することを祈念している。
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